
大手前通りの歴史を調べる会

城・藩施設 武家屋敷

　殿町と母衣町は「内山下」と呼ばれ、上級藩
士の住む武家屋敷が建ち並んでいました。また、
南田町にも武家屋敷がありました。米子町は町
屋で、米子から移り住んできた人々が住んでい
たと言われています。

大手前通り
（城山北公園線）
大手前通り
（城山北公園線）

明治時代の南田町の武家屋敷（松江郷土館蔵）

1744～1748・江戸時代中期　
　　　　　　　　　　　　　島根県立図書館蔵）より　
　　　　　　　　　　城・藩施設、町屋を着色表記した
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「内山下」の範囲は『松江城下武家屋敷明細帳』（広島
大学附属図書館蔵「中国五県土地租税資料」の内）より大学附属図書館蔵「中国五県土地租税資料」の内）より
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殿町：現県民会館北側付近Ａ 南田町：現新大橋通り東側付近Ｂ

江戸時代の道幅を残す　殿町・母衣町

「松江城下武家屋敷明細帳」
（元禄頃・1688～1704・江戸時代中期　広島大学
付属図書館蔵「中国五県土地租税資料」の内）より
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